
 

＜報道発表資料＞ 
令和８年１０月２１日 

京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課 
 

京都市文化財普及活用施設の指定管理者の候補となる 

団体の選定結果 

 
京都市では、「京都市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例」に基づき、京

都市文化財普及活用施設（京都市考古資料館、京都市文化財建造物保存技術研修センター、
無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅、旧三井家下鴨別邸）の指定管理者の候補となる団体（以下「指
定候補者」という。）について、公募を行い、学識経験者等で構成する「京都市文化財普及
活用施設指定管理者選定委員会」において意見を聴取した結果、以下のとおり選定しました。 

なお、選定された指定候補者については、指定候補者を指定管理者とする議案を令和８年
１１月市会に提案し、可決された場合には、令和９年４月から本施設の運営に当たることと
なります。 
 
【施設概要】 
施設名 所在地 施設規模等 

京都市考古資料館 
〒602-8435 京都市上京区今出川通大宮東
入元伊佐町２６５番地の１ 

敷地面積 １，６４６．２３㎡ 
延床面積   ９９５．８６㎡ 

京都市文化財建造物
保存技術研修センタ
ー 

〒605-0862 京都市東山区清水二丁目 
２０５番地の５ 

敷地面積   ８４４．７１㎡ 
延床面積   ７９１．０８㎡ 

無鄰菴 
〒606-8437 京都市左京区南禅寺草川町 
３１番地 

敷地面積 ３，３９１．０９㎡ 
延床面積   ６０５．９２㎡ 

岩倉具視幽棲旧宅 
〒606-0017 京都市左京区岩倉上蔵町 
１００番地 

敷地面積 １，４９７．８㎡ 
延床面積   ２７９．５４㎡ 

旧三井家下鴨別邸 
〒606-0801 京都市左京区下鴨宮河町 
５８番地２ 

敷地面積 ５，７２０．０６㎡ 
延床面積   ５３２．６８㎡ 

 
 
 



 

【指定候補者】 
施設名 団体名及び代表者名 主たる事業所の所在地 

京都市考古資料館 
公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所 
理事長 西山 良平 

〒602-8435 京都市上京
区今出川通大宮東入元
伊佐町２６５番地の１ 

京都市文化財建造物
保存技術研修センタ
ー 

公益社団法人全国社寺等屋根工事技術保存会 
代表理事 友井 辰哉 

〒605-0862 京都市東山
区清水二丁目２０５番
地の５ 

無鄰菴及び 
岩倉具視幽棲旧宅 

植彌加藤造園株式会社 
代表取締役社長 加藤 友規 

〒606-8425 京都市左京
区鹿ケ谷西寺ノ前町 
４５番地 

旧三井家下鴨別邸 

旧三井家下鴨別邸運営コンソーシアム 
・公益社団法人京都市観光協会＜代表＞ 

代表理事 田中 誠二 
・宗教法人賀茂御祖神社 
 代表役員 友田 重臣 
・株式会社曽根造園 
 代表取締役 曽根 文子 
・三井不動産レジデンシャルサービス関西株式会社 
 代表取締役社長 毛利 恵一 

＜代表住所＞ 
〒604-0924 京都市中京
区河原町通二条下る一
之船入町３８４番地 

 
【指定期間（予定）】 

(1) 京都市考古資料館・無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅・旧三井家下鴨別邸 
令和９年４月１日から令和１３年３月３１日まで 

(2) 京都市文化財建造物保存技術研修センター 
    令和９年４月１日から令和１７年３月３１日まで 
 
【公募の概況】 
⑴  応募団体 
施設名 応募数 応募団体名 備考 
京都市考古資料館 １ 公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所 現指定管理者 
京都市文化財建造物保存
技術研修センター 

１ 公益社団法人全国社寺等屋根工事技術保存会 現指定管理者 

無鄰菴及び 
岩倉具視幽棲旧宅 

１ 植彌加藤造園株式会社 現指定管理者 



 

旧三井家下鴨別邸 １ 

旧三井家下鴨別邸運営コンソーシアム 
・公益社団法人京都市観光協会＜代表＞ 
・宗教法人賀茂御祖神社 
・株式会社曽根造園 
・三井不動産レジデンシャルサービス関西株
式会社 

現指定管理者 

⑵  募集日程 
要項及び申請書類様式の配布 令和８年 ８月１０日〜令和８年９月１８日 
質疑の受付         令和８年 ８月１０日〜令和８年８月１８日 
質疑の回答         令和８年 ８月２５日 
応募の受付開始       令和８年 ８月１０日 
応募の受付締切り      令和８年 ９月１８日 
審査            令和８年１０月 １日 
 
【選定委員会委員】 
                                   （敬称略） 

 氏 名 役  職  等 

委 員 長 石田 潤一郎 
武庫川女子大学建築学部景観建築学科教授、 
京都工芸繊維大学名誉教授 

副委員長 磯野 浩光 
京都府立図書館企画連携アドバイザー 
（元京都府文化財保護課長） 

委 員 
河島 伸子 同志社大学経済学部経済学科教授 
永井 美保 市民公募委員 
中田 英里 公認会計士 

 
【選定の概況】 
 京都市文化財普及活用施設の指定管理者募集要項（令和８年８月１０日報道発表）に 
基づき、応募団体について評価を行い、京都市考古資料館については公益財団法人京都市
埋蔵文化財研究所、京都市文化財建造物保存技術研修センターについては公益社団法人全
国社寺等屋根工事技術保存会、無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅については植彌加藤造園株式
会社、旧三井家下鴨別邸については旧三井家下鴨別邸運営コンソーシアムをそれぞれ指定
候補者として選定したものです。 
 
 
 
 



 

⑴ 選定理由について 
京都市文化財普及活用施設指定管理者選定委員会において、指定管理者としての適格

性及び能力、事業運営に関する計画、経営管理に関する計画等の審査基準に基づいて総
合的に評価し、選考を行いました。その結果、次の理由により指定候補者としてふさわ
しい団体であると評価されました。 

    
ア 京都市考古資料館 

   (ア) 選定団体 
      公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所 

(イ) 選定委員会による評価 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 選定候補団体は、評価項目の大半で７割を超える評価点が認められ、これまでの管理運営の
実績等も勘案しつつ総合的に見て高く評価されるところであり、京都市考古資料館の良好な
運営が期待できる。 
 当該団体は、京都市内全域の埋蔵文化財発掘調査業務に数多く携わっており、埋蔵文化財に
関する専門的な知識・技能を十分に有しているほか、市内の発掘調査現場の出土品を考古資料
館の速報展で展示するなど、当該団体の強みを活かした施設運営を行っており、指定管理者と
しての適格性及び能力は十分と言える。 

事業運営に関する計画のうち、サービス向上の取組については、既に実施しているパンフレ
ットの多言語化に加え、今回、展示解説シートの多言語化やＤＸの活用による鑑賞環境の向上
が提案されており、今後の利用者満足度の向上が期待できる。 

また、事業効果については、これまでから市内の大学との合同企画展や史跡を現地でめぐる
「史跡ウォーク」を実施するなど、文化財人材の育成や地域の魅力向上といった、相乗効果・
波及効果が見込める取組がされてきたが、さらに今後の取組として、市内の企業や考古資料館
近隣の西陣の地域団体との連携した講座の実施等が提案されており、従来の取組の充実が図
られていることが評価できる。 
一方、若年層に向けた普及の取組については、当該団体自身も課題と認識しているものの、提
案内容は「小・中学生夏期教室」の実施や修学旅行生の受け入れなど従来と同じものとなって
おり、新たな取組の実施など更なる充実を期待したい。  
 



 

   イ 京都市文化財建造物保存技術研修センター 
   (ア) 選定団体 
      公益社団法人全国社寺等屋根工事技術保存会 
   (イ) 選定委員会による評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ウ 無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅 
   (ア) 選定団体 
      植彌加藤造園株式会社 
   (イ) 選定委員会による評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選定候補団体は、合計で７８．２点の評価点が認められた。 
他の文化財普及活用施設と比較すると多少厳しい評価として、特に貸室利用におい

ては、より効果的な活用等さらなる工夫が求められる。また、当該施設は今回から指定
期間が８年間と長期にわたることもあり、安定的かつ継続的な施設運営に当たり、運営
団体自体に関しても安定した事業運営に向けた財政状況の改善が必要である。 

当該団体は、設立以来、文化財建造物の保存技術の継承・人材育成事業に取り組んで
おり、その実績は大いに評価できるものである。 

また、研修室及び会議室の利用促進が課題となる中、ＳＮＳの活用や修学旅行生の誘
致、伝統修理技術関係団体への働きかけなど、具体的な利用促進策が提案されており、
課題解決に向けた積極的な姿勢が認められる。今後、これらの取組を通じて更なる施設
利用の拡大が図られることを期待する。 

一方で、申請団体の財政状況については改善が必要との意見もあったことから、今後
は財務基盤の安定化に努めるとともに、長期にわたり安定した事業継続が図られるよう
に留意する。 

選定候補団体は、全ての評価項目において８割以上の評価点が認められ、これまでの
管理運営の実績等も勘案しつつ総合的に判断して、無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅の良好
な運営が期待できる。 

当該団体は、平成１９年度から平成２７年度までの約８年間、無鄰菴の庭園の維持管
理を担い、また、平成２８年度から現在に至るまで、無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅の指
定管理者の指定を受けており、その実績は信頼できる。 

業務の執行については、業務分担及び指揮系統が明確で、危機管理体制も十分である。 
また、両施設の本質的価値を十分に理解しており、文化財の保存を前提とし、そのう

えで活用を図るという理念と実践が、これまでの実績と今後の提案から認められ、評価
できる。そのうえで、自主事業による収益向上や、維持管理に携わる人材育成もできて
おり、文化財公開施設の運営モデルともいえる好事例である。 

一方で、岩倉具視幽棲旧宅については、交通の便に多少の難があるため、価値発信に
ついて、更なる工夫が求められる。また、無鄰菴については、次期指定管理期間につい
ては、本格修理を控えていることもあり、公開の範囲は限られるが、無鄰菴の持つ文化
財的価値の発信の継続を期待する。 

  



 

   エ 旧三井家下鴨別邸 
   (ア) 選定団体 
      旧三井家下鴨別邸運営コンソーシアム 
   (イ) 選定委員会による評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選定候補団体は、評価項目の大半において８割以上の評価点が認められ、これまでの管理
運営の実績等も勘案しつつ総合的に判断して、旧三井家下鴨別邸の良好な運営が期待でき
る。 

公益社団法人京都市観光協会が持つネットワークをはじめ、コンソーシアムの各構成員が
有する専門性やノウハウを活かした事業展開が期待される。また、構成員それぞれの強みを
発揮することにより、幅広い事業展開が可能であるとともに、構成員間の連携体制も適切に
構築されており、安定した事業運営が行われると想定される。 

また、入場者数の増加に向けた国内外への積極的な情報発信や多様な自主事業による誘客
促進に関する提案や貸室を利用した取組がなされている点を評価した。今後についても、文
化財的価値の保全の観点を踏まえたうえで、これらの取組を通じて施設の認知度向上と入場
者数の拡大が図られることを期待する。 



 

⑵ 審査結果一覧 
  ア 京都市考古資料館 
    公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所について 

  審査項目 配点 

公益財団法人 

京都市埋蔵文化財

研究所 

指定管理者としての適格性及び能力 １５ １３．８ 

事業運営に
関する計画 

事業の方向性・内容 １０  ８．４ 
事業効果 １５ １１．４ 
業務の執行体制 １０  ８．４ 
サービス向上の取組 １５ １０．８ 
施設の維持管理及びその他の取組 １０  ６．８ 

経営管理に関する計画 １５ １１．４ 
自主事業に関する計画 １０  ７．２ 
運営点の計 １００ ７８．２ 
市内中小企業及び市内に本拠を置く団体等であ
る場合の追加項目点 

５  ５．０ 

地球環境に配慮した取組及びＳＤＧｓ推進の取
組がある場合の追加項目点 

５  ３．８ 

合  計 １１０ ８７．０ 
  

 イ 京都市文化財建造物保存技術研修センター 
    公益社団法人全国社寺等屋根工事技術保存会について 

  審査項目 配点 

公益社団法人全国

社寺等屋根工事 

技術保存会 

指定管理者としての適格性及び能力 ２０ １２．８ 

事業運営に
関する計画 

事業の方向性・内容 １５ １２．０ 
業務の執行体制 １０  ６．４ 
サービス向上の取組 １５ １０．２ 
施設の維持管理及びその他の取組 １０  ７．６ 

経営管理に関する計画 １５ １０．２ 
事業効果 ５  ３．６ 
自主事業に関する計画 １０  ６．４ 
運営点の計 １００ ６９．２ 



 

市内中小企業及び市内に本拠を置く団体等であ
る場合の追加項目点 

５  ５．０ 

地球環境に配慮した取組及びＳＤＧｓ推進の取
組がある場合の追加項目点 

５  ４．０ 

合  計 １１０ ７８．２ 
 
  ウ 無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅 
    植彌加藤造園株式会社について 

審査項目 配点 
植彌加藤造園 

株式会社 

指定管理者としての適格性及び能力 １０  ９．６ 

事業運営に
関する計画 

事業の方向性・内容 １０  ８．８ 
業務の執行体制 １０  ９．６ 
サービス向上の取組 １０  ９．６ 
施設の維持管理及びその他の取組 １５ １３．８ 

事業効果 ５  ４．６ 
自主事業に関する計画 １０  ９．６ 
経営管理に関する計画 １５ １３．８ 
運営経費に関する提案 １５ １２．０ 
運営点の計 １００ ９１．４ 
市内中小企業及び市内に本拠を置く団体等であ
る場合の追加項目点 

５  ５．０ 

地球環境に配慮した取組及びＳＤＧｓ推進の取
組がある場合の追加項目点 

５  ４．０ 

合  計 １１０ １００．４ 
 

  エ 旧三井家下鴨別邸 
    旧三井家下鴨別邸運営コンソーシアムについて 

審査項目 配点 
旧三井家下鴨別邸運

営コンソーシアム 

指定管理者としての適格性及び能力 １０  ８．４ 

事業運営に
関する計画 

事業の方向性・内容 １０  ８．０ 
業務の執行体制 １０  ８．８ 
サービス向上の取組 １０  ８．４ 



 

施設の維持管理及びその他の取組 １５ １０．８ 
事業効果 ５  ４．２ 
自主事業に関する計画 １０  ９．６ 
経営管理に関する計画 １５ １２．６ 
運営経費に関する提案 １５ １１．４ 
運営点の計 １００ ８２．２ 
市内中小企業及び市内に本拠を置く団体等であ
る場合の追加項目点 

５  ５．０ 

地球環境に配慮した取組及びＳＤＧｓ推進の取
組がある場合の追加項目点 

５  ３．８ 

合  計 １１０ ９１．０ 
 

【問い合わせ先】 
文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課 
TEL：075-222-3130 FAX：075-213-3366 


